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【Abstract】 

 海洋シアノバクテリアは海洋特有の多種多様な環境の中で生息しているため、その二

次代謝産物は生物活性物質の供給源として有用である。筆者らの先行研究において、海洋

シアノバクテリア Caldora penicillata から、マラリアの原因となる寄生虫の成長阻害活

性を示す 2 つのリポペプチド Hoshinoamide A、Hshinoamide B が発見された。そこで

本研究では C. penicillata を用いた更なる研究により、単離したリポペプチド

Hoshinoamide C の構造決定を検討した。C. penicillata を MeOH で抽出後、分液、ODS

カラムクロマトグラフィー、HPLC により精製し、Hoshinoamide C を単離した。本化合

物の平面構造は ESI-MS や各種 NMR スペクトルによる解析により明らかし、各-アミ

ノ酸部分の絶対配置は酸加水分解後、キラルカラムによる分析により明らかにした。しか

し、8-amino-4-methyloctanoic acid 部位の絶対配置は未解明だったため、本化合物の

2 つの異性体の合成を検討した。まず、6-aminohexanoic acid から 2 つの異性体(R/S)-

N-Boc-8-amino-4-methyloctanoic acid を合成した。続いて、既知のジペプチドに Boc

基で保護したアミノ酸を数回縮合させた後、合成した 2 つの異性体と 4-(4-

hydroxyphenyl)butanoic acid を順に縮合させ、目的の(43R)-Hoshinoamide C と

(43S)-Hoshinoamide C を合成した。この 2 つの異性体と天然物の 1H NMR スペクトル

と比較し、天然物が R 体と判明したことで Hoshinoamide C の全構造を明らかにした。

また、Hoshinoamide C はマラリアの原因となる寄生虫 Plasmodium falciparum とア

フリカ睡眠病の原因となる寄生虫 Trypanosoma brucei rhodesiense の成長阻害活性

を示した。 

このように本研究では、海洋シアノバクテリア C. penicillata から Hoshinoamide C

を単離し、構造決定した。Caldora 属シアノバクテリアからは様々な生物活性物質が発見

されており、Hoshinoamide C もその一例である。Hoshinoamide C は抗寄生虫活性を

示し、今後その構造活性相関や作用機序の解明により、有用性がさらに明らかとなるだろ

う。 

 


